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＜愛のめぐみ保育園 重要事項説明について＞ 
 

 

保育園の重要事項説明について 

1．施設の目的及び運営方針 

 愛のめぐみ保育園(以下「当園」という。) は、以下の運営方針に基づき、保育を必要とす

る児童を日々受け入れ、保育を行うことを目的とします。 

 

 運営主体 ：社会福祉法人清光福祉会 

 所在地  ：大阪府大阪市北区天神橋８丁目４番１６号 

  電話番号 ：（０６）６７５５－４６００ 

 代表者氏名：理事長 渡島 正教 

 

 生後６ヶ月を経過し健康診断の結果、集団保育が可能である０歳～就学前の５歳児までの 

入園児童の保育、地域子育て支援を行っています。 
 

事業運営方針は以下の通りです。 

（１）当園は、保育の提供に当たっては、入園する乳児及び幼児（以下「園児」という。）の 

最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進することに最もふさわしい生活の場を 

提供するよう努めます。 

（２）当園は、保育に関する専門性を有する職員が、家庭との緊密な連携の下に、園児の状況 

や発達過程を踏まえ、養護及び教育を一体的に行います。 

（３）当園は、園児の属する家庭や地域との様々な社会資源との連携を図りながら、園児の 

保護者に対する支援及び地域の子育て家庭に対する支援等を行うよう努めます。 

（４）子ども一人一人を仏の子どもとして大切にし、仏さまとともに、優しい心で強く明るく 

仲良く育ちあう「まことの保育」を実践します。 
 

保育方針は以下の通りです。 

（１）家庭、地域、園との連携を図りながら、お互いに認め合い、支え合って共に育ち合う 

保育環境を創ります。 

（２） 友だちとの関わりの中で心身ともに健やかに育つよう保育します。 

（３） 様々な命がつながり合って生かされていることに気づき、身近な自然や社会の慈しみに 

感謝することのできる子どもを育てます。 
 

保育目標は以下の通りです。 

（１） 保護者が安心して預けられる保育園を目指します。 

（２） 全ての職員の専門性を発揮し、チームワーク良く保育目標の達成を目指します。 

（３） 地域とのつながりを深め、子どもたちの健やかな成長を願い、子育ての支援を行いま

す。 
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めざす子ども像は以下の通りです。 

（１） 健康な身体で意欲的に遊べる子ども 

（２） 全ての「いのち」を大切にする子ども 

（３） 思いやりのある子ども 

（４） 感性豊かな子ども 

（５） 規律ある生活態度、生活習慣を身につけた子ども 

（６） 自分で考え、判断、表現し行動できるこども 

（７） 食事作りに興味をもち、おいしく食べる子ども 

2.利用施設 

施設の種類 認可保育所 

施設の名称 愛のめぐみ保育園 

施設の所在地 大阪市北区天神橋８丁目４番１６号 

連 絡 先 ＴＥＬ ： ０６－６７５５－４６００ 

ＦＡＸ ： ０６－６７５５－４６０３ 

管 理 者 園長 渡島 清美 

対象児童 児童福祉法及び子ども・子育て支援法の定めるところにより 

保育を必要とする小学校就学前児童 

認可定員 ０歳児 ひよこ組 ６人   １歳児 り す組１２人 

２歳児 うさぎ組１２人    ３歳児 ぱんだ組１５人 

４歳児 きりん組１５人    ５歳児 ぞ  う組１５人 

利用定員 満３歳以上の児童             ４５人 

満１歳以上満３歳未満の児童        ２４人 

満１歳未満の児童              ６人 

開設年月日 平成２８年６月１日 

施設・事業所番号 ２１２０００５０１８４４５ 

ホームページ http:// aimegu.com/hoiku/ 

3.教育・保育の内容 

愛のめぐみ保育園の保育課程は、養護「生命の保持」「情緒の安定」と教育「心情・意欲・ 

態度を身に着け、生涯にわたる生きる力の基礎を培う」ための五領域（健康・人間関係・ 

環境言葉・表現）にわけ保育のねらいを作成しています。また、家庭のような温かみのある 

保育を目指します。 
 

   特色ある教育・保育として、クッキング（年齢別・異年齢合同）、リズム（年齢別）、４・５ 

歳児の体操教室（月３回）、ECC 教室（月 3 回）また、乳児期からリトミックあそび、３・４ 

歳児は線遊び、５歳児では就学に向け、鉛筆を使った文字あそびなどを取り入れています。 

 

その他の保育内容としては、保育標準時間認定（朝７時 30 分～18 時 30 分）、保育 

短時間認定（朝９時～17 時）、行事（保護者参加のものや、地域行事への参加等）、 

異年齢保育、子どもの家庭との連携、地域との連携です。 
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  年間行事・・・入園式・遠足・七夕の集い・プール・お泊まり保育・運動会・秋祭り 

保育参観・こども報恩講・クリスマス会・節分・生活発表会・ 

誕生日会（月一回）・本山へ卒園参拝・お別れ会・卒園式 

4. 食事の提供方法及び提供を行う日、 

アレルギー対応状況及び栄養士の配置状況 
  

食事の提供としては、「愛のめぐみ保育園における食育と各年齢の食育指導計画」に基づき 

完全給食としています。アレルギー食は厚生労働省作成「保育所におけるアレルギー対応ガイ

ドライン」に基づき除去・代替食の提供を行っています。  

(1) 食事の提供方法 調理業務は自園調理とし業務委託で行います。 

   (2) 食事の提供を行う日 保育を提供する日は、毎日食事の提供を行います。 

   児童の年齢に応じ、以下の時間帯に食事の提供を行います。 

 午前間食 昼食 午後間食 

０歳児 9 時 15 分頃 11 時 00 分頃 15 時頃 

１歳児 9 時 20 分頃 11 時 10 分頃 15 時頃 

２歳児 9 時 30 分頃 11 時 20 分頃 15 時頃 

３歳児  11 時 30 分頃 15 時頃 

４歳児  11 時 30 分頃 15 時頃 

５歳児  11 時 30 分頃 15 時頃 

                   ※ 献立表は毎月別途お知らせします。 

   (3) 栄養士の配置状況 

職務の内容 員数 常勤 非常勤 備考 

園児の栄養指導及び管理 3 1 2 業務委託 

       ※ 食物アレルギー等、体質に合わない食材があればご連絡ください。 

 

5. 当園における施設・設備等の概要 

(1) 施 設 

敷 地 ２７７.０７㎡ 

園 舎 

構 造 鉄骨造 

地上階数４階  地下階なし 

延べ面積 ４１８．７５㎡ 

園  庭 地上園庭 64.49 ㎡  長柄公園 4174 ㎡ 

 

(2) 主な設備 

設備 部屋数 備  考 

乳児室 １室 ひよこ組（0 歳児） 

ほふく室 １室 り す組（1 歳児） 

保育室 ４室 
うさぎ組（２歳児）、ぱんだ組（３歳児） 

きりん組（４歳児）、ぞう組（５歳児）について各１室 

調理室 1 室 園舎１階 
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調乳室 1 室 園舎２階 

相談室 1 室 園舎２階 

事務室 1 室 園舎１階 

児童用便所 3 か所  

多目的便所 1 か所 車いす使用可 

エレベーター 1 基  

別館 1 棟 休憩室、更衣室、物入 

 

6．職員数・職員の職務内容           （令和 8 年 4 月 1 日現在）      

職制 員数 内容 

園長 1 施設全体の責任者。 

保育士 17 保育士資格を有し保育を行うもの。 

保育補助 3 保育士の補助を行うもの。 

栄養士 1 栄養士の資格を有し、栄養計算のもと調理を行うもの。 

調理員 3 献立に基づき、調理を行うもの。 

事務員 4 事務や用務を行うもの。 

 

＊当園では、「児童福祉法、子ども子育て支援方、大阪市児童福祉施設の設備及び運営に関 

する基準を定める条例並びにその他関係法令」の定める基準を遵守し、保育の実施に必要な 

職員として、上記の職種の職員を配置しています。 
 

＊職員数については ４月の園だよりでお知らせします。 

 

＜各職種の勤務体系＞ 

職 種 勤務体系（シフト制） 

園長 正規の勤務時間帯（7：45～18：30） 

主任保育士 正規の勤務時間帯（7：30～19：30） 

保育士 正規の勤務時間帯（7：30～19：30） 

栄養士 正規の勤務時間帯（7：30～17：00） 

調理員 正規の勤務時間帯（8：00～17：00） 

※ ローテーションにより、各保育士の勤務日及び勤務時間帯は異なります。 

※ 職務の都合上、上記とは異なる勤務時間帯となることがあります。 

 

7．保育（養護と教育）を行う日及び時間等 

保育園を利用される場合には、「保育の必要性」に関する大阪市の認定が必要となります。 

認定にあたっては、子どもの年齢や保育を必要とする「事由（入所要件）」ごとの「保育必要 

量（保育標準時間または保育短時間）」及び「認定の有効期間」が異なります。 
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【保育時間】 

保育を提供する時間は、次のとおりとします。 

（１）「 保育標準時間 」認定に係る保育時間 

   保育標準時間認定に係る支給認定証を市町村から交付されている方の場合、 

保育時間は、【7 時 30 分～18 時 30 分までの上限 11 時間】の範囲内で保育を必要とする 

時間となります。 

   実際に保育を提供する日及び時間帯は、就労時間及び通勤時間等その他保育を必要 

  とする時間を勘案し、園との協議のうえで保護者ごとに決定します。なお、上記以外 

  の時間帯において、やむを得ない理由により保育が必要な場合は、18 時 30 分から 

19 時 30 分までの範囲内で、延長保育を提供いたします。時間外保育の利用に当たっては、 

市町村にお支払いいただく通常の保育料の他に、別途利用者負担が必要となります。 

 

（２）「 保育短時間 」認定に係る保育時間 

   保育標準時間認定に係る支給認定証を市町村から交付されている方の場合、 

保育時間は、【9 時から 17 時までの 8 時間】の範囲内で保育を必要とする時間となります。 

実際に保育を提供する日及び時間帯は、就労時間及び通勤時間等その他保育を必要と 

する時間を勘案し、園との協議のうえで保護者ごとに決定します。なお、上記以外の 

時間帯において、やむを得ない理由により保育が必要な場合は、7 時 30 分から 9 時まで 

及び 17 時から 18 時 30 分までの範囲内で延長保育を提供いたします。時間外保育の 

利用に当たっては、市町村にお支払いいただく通常の保育料の他に、別途利用者負担が 

必要となります。 
 
 
 

＊通常保育は９時から１７時です。 

＊求職活動中、育児休業中は、9 時から 17 時を基準とし朝、夕の延長保育の利用はでき 

ません。 

  ＊勤め先・利用時間に変更がある場合は、その都度届けてください。 

  ＊勤務時間と通勤時間を考慮して、届けてください。 

＊不規則時間の場合は、月のうち半分以上利用する時間で、申請して下さい。 

＊登園システムにカードをタッチした時点でコンピューターに登園・降園時間が記録 

されますので、保育時間内でのお迎えをお願いします。保育時間を過ぎた場合は、 

延長料金が発生しますのでご注意ください。 

 

 

 

日曜日・祝日を除く月曜日から土曜日までとします。  

ただし下記日程については、事前に保護者の同意を得て休園いたします。 ・ 

年末年始（12 月 29 日から１月 3 日） 

また下記実施の土曜日の行事終了後は家庭での保育にご協力お願いします 

運動会（11 月中旬）・生活発表会（1 月中旬） 

家庭保育協力日…お盆 3 日間・年末・年始・新年度準備のため年度末の 2 日間 
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8．利用料金 

（１）特定教育・保育に係る利用者負担（保育料） 

 支給認定を受けた市町村に対し、当該市町村が定める保育料をお支払いいただきます。 

（２）大阪私保連「園児事故対策共済事業 ほいくの保険」 昨年 300 円 

（３）保育の提供に要する実費に係る利用者負担金等 

 （１）に掲げる保育料のほか、下記に掲げる費用を負担していただきます。 

   お支払方法については、別途お知らせします。 

（イ）主食費  月額 1.800 円 （幼児のみ）  

保育時間の認定を受けた子どもの内 3 歳児クラス以上の園児 

（ロ）副食費  月額 5,000 円 （幼児のみ） 

※ただし、年収 360 万円未満相当世帯及び全ての世帯の第 3 子以降の 
お子様については副食費の徴収が免除されます。 

（ハ）その他利用において通常必要とされるものに係る費用 

・体操教室   (3・4・5 歳児)      月 3 回 月額 2.000 円 

・英語 ECC 教室 (4・5 歳児)     月 3 回 月額 1.000 円 

   ※2 号認定をうけた園児に体操教室・英語教室を受けさせることが出来ます。 

  ・保護者会費                 月額 500 円 

・誕生会費（全園児）            年 1 回 500 円 

  ・布団リース料(0・1・2 歳児)          月額 1.450 円 

  ・布団乾燥代料(0・1・2 歳児)  年 1 回の予定 昨年 428 円 

  ・写真代 クラス写真 400 円（希望者のみ）入園時記念写真 700 円（希望者のみ） 

・行事参加費[遠足・宿泊保育等]  （前年度 3～4 歳児 739 円 5 歳児 4,800 円 ） 

・延長保育 〇保育標準時間認定者  18：30~19：30 の間 1 時間 

〇保育短時間認定者    7：30 ~ 9：00 の間 1 時間 30 分間と  

17：00~18：30 の間 1 時間 30 分間 

 1 日 朝・夕合わせて 3 時間まで 

  （ニ）入園時に係る費用 

  ・IC カード費[門扉セキュリティー安全パスカード] 1 枚 2.000 円(退園時 1.000 円返金) 

・制服代一式(3・4・5 歳児) 冬服  21,570 円    

  ・体操服代 (3・4・5 歳児) 夏服   3.940 円          

  ・スモック (3・4・5 歳児) 冬服   2,060 円       

・子どもたちの安全をはかるため施設整備費として、 

入園時に一人につき 10,000 円ご寄付をお願いしています。(保護者様の任意)  

・教材費・保育用品 

    入園時    進級時 

0 歳児    3,070 円   

1 歳児    3,070 円   

2 歳児    3,070 円  

3 歳児 14,810 円 11.880 円 

4 歳児 19,810 円 6.260 円 

5 歳児 
22,680 円 

(全用品揃えた場合・相談) 
3.270 円 
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【 徴収金の注意事項 】 

（１）毎月の諸経費は、にて引き落になります。（毎月１５日） 

※手数料 10円負担お願います。 

（２）18 時 30 分以降 19 時 30 分までの延長保育利用は、 

【常時利用】  利用月までにお申し込み、登録して下さい。 

           延長保育料（月極）3.000 円 

【臨時利用】  延長になる場合は必ずお電話ください。 

           標準保育  1 日 500 円 

短時間保育      30 分 250 円 

代金は翌月にまとめて請求致します 

（３）万一、閉園時間（午後 19 時 30 分）を超過した場合は、10 分毎に 1.000 円納入して 

いただきます。 

  ９．特別支援教育・障害児保育の取り組み状況 

     地域社会の中で、障がいのある子どもと、ないこどもが共に育ちあうことを基本的な考

えとして障害児保育を行っています。 

10．利用の開始に関する事項 

  区保健福祉センターの利用調整に基づき当園に入所決定され支給認定を受けた保護者が

本重要事項説明書等に同意された後に保育の提供を開始します。 

 

11．利用の終了に関する事項等 

  保育園を退園される場合は、退園届を保育園へ提出して下さい。用紙は保育園に有ります。

退園日は原則として月末になります。当園は、以下の場合には保育の提供を終了いたします。 

（１） 園児が小学校に就学したとき 

（２） 児童の保護者が、児童福祉法又は・子ども子育て支援法に定める支給要件に該当し 

なくなった時 

（３） その他、利用の継続について重大な支障又は困難が生じたとき 

12．緊急時における対応方法及び非常災害対策 

愛のめぐみ保育園は「保育園における危機管理マニュアル」及び「あいのめぐみ保育園  

食中毒発生対応マニュアル」、「地震対応マニュアル」を作成し、備えています。非常災害 

対策として、水、非常食等を備蓄しています。 

緊急時においては、「LIN＠公式アカウント」「災害伝言ダイヤル」「コドモン」を活用し保護

者の皆様へ情報提供を行います。 

また、緊急時における避難場所は「正蓮寺」となっており、お子さまの引き渡しについては 

毎年保護者の皆さまに確認をしている「子ども引渡しカード」を使用いたします。 

◎台風時の対応について、大阪市もしくは大阪府に警報が発表された場合、次の通りの 

対応とさせていただきます。 
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●【 警報発令時の保育 】 

気象情報等の内容 保護者の対応 

A  午前 7 時の時点で 

「暴風警報」大阪市が河川氾濫の「警戒 

レベル 3」以上発令されている場合 

 

児童の安全のため、自宅待機をお願いします。 

 

B  午前 9 時までに「暴風警報」・大阪市が河川

氾濫の「警戒レベル 3」が解除された場合 

10 時から保育開始 ※給食あり 

 (状況により保育時間の変更、給食献立の変更有り。) 

安全には十分注意して登園してください。 

 

C  午前 9 時時点で「暴風警報」・大阪市が河川

氾濫の「警戒レベル 3」が発令中の場合 
 

当日は臨時休園します。 

D 保育時間中（午前 7 時 30 分から午後 7 時 30

分）に「暴風警報」・大阪市が河川氾濫の 

「警戒レベル 3」が発令されている場合 

安全確保に万全を期して出来るだけ早く迎え

に来てください。災害の状況によっては、 

連絡を入れます。 

 

【 特別警報発令時の保育 】 

気象情報等の内容 保護者の対応 

A 午前 7 時の時点で 

特別警報が発令された場合 
当日は臨時休園します。 

保育時間中（午前 7 時 30 分から午後 

7 時 30 分）に特別警報が発令された場合 

保育園で待機します。安全確保に万全を期して

出来るだけ早く迎えに来てください。 

特別警報が 24 時までに解除されても、保育

園施設、ライフラインの状況、給食資材の搬

入事情に問題がある場合 

翌日は、休園します。 

特別警報が 24 時から 7 時までに解除されて

も、保育園施設、ライフラインの状況、給食

資材の搬入事情に問題がある場合 

当日は、休園します。 

 

＜地震の場合＞ 

 開園前 保育時間中 

市内 24 区のいずれか 

1区でも震度5弱以上を

観測 

・保育開始前に地震が発生した

場合は、当日は臨時休園とする。 

 

・保育終了後に地震が発生した

場合は、翌日は臨時休園とする。 

・臨時休園とし、保護者へ 

お迎えを依頼する。 

 

・状況に応じて安全な場所へ避

難する 
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＜津波の場合＞ 

 開園前 保育時間中 

津波警報・大津波警報発表

に伴う避難指示発令 

避難指示街灯区域は

臨時休園とする。 

【北区：避難指示 

該当区】 

 

 

・避難指示発令後は臨時休園とする。 

・避難指示が発令された場合は、直ちに

所定の避難ビルまたは３階以上の安全

な場所へ避難する。 

・安全を確保したのち、保護者に連絡し、

お迎えを依頼する。 

 

＜計画運休等の場合＞ 

 開園前 保育時間中 

JR 大阪環状線及び Osaka 

Metro 全線が運休(計画運休

を含む) 

災害などを起因として運休となっ

た場合や始発から計画運休が予定

されている場合は臨時休園とする。 

保育を継続する。 

ただし、計画運休が予定されてい

る場合は、保護者へお迎えを依頼

する。 

 

＜その他＞ 

 開園前 保育時間中 

建物等に甚大な被害が発生し、 

安全な保育が出来ない場合。 

臨時休園とする。 臨時休園とする。 

＊園より出来るだけ迅速に、「ＬＩＮＥ＠」「コドモン」を使用しご連絡します。 

上記 A の場合、連絡は行いません。 

＊特別警報が解除されても他の警報が発令されている場合「警報発令時の保育」を参照してください。 

＊保育内容や給食については、通常通り出来ない場合があります。 

・食材が前日に納品されている場合や早朝より加工している場合、返金対応はございません。  

＊交通機関のマヒ等で迎えの時間が遅くなったり、迎えの方が通常と変わったりする場合は、連絡して 

下さい。 

＊気象情報には常に注意し、特に注意報等発令中の日には、居場所・連絡先を明確にしておいてください。 

 

非常災害時の対策 

非常時の対応 別途に定める、消防計画書により対応いたします。 

防災設備 

・自動火災報知機  有  ・誘 導 灯    有  

・ガス漏れ報知機  有  ・非常警報装置   有 

・スプリンクラー  有 

・その他、カーテン、敷物、建具等の防炎処理  有 

避難・消火訓練 避難及び消火の訓練は、毎月１回以上実施します。 

防犯設備 防犯カメラ・電気錠・非常通報装置 
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13. 嘱託医 

当園は、以下の医療機関と嘱託医契約を締結しています。 

   (1) 小児科 

医療機関の名称 にしぐち小児科 

医院長名又は医師名 西口 将之 

所  在  地 大阪市北区天神橋 3-7-26 

電 話 番 号 06-4801-8858 

   (2) 歯科 

医療機関の名称 美島歯科 

医院長名又は医師名 美島 達平 

所  在  地 大阪府大阪市北区本庄東３丁目９－１３ 

電 話 番 号 06-6375-1685 

 

14. 緊急時の対応 

お預かりしている園児に病状急変等の緊急事態が発生した場合には、保護者の指定する 

医療機関及び緊急連絡先等へ速やかに連絡を行います。 

 

15．相談の受付 

保育園のことについての悩み、ご意見、ご要望は電話や送迎時に保育士と直接お話され、 

その旨をお聞かせ下さい。当園では、要望・苦情等に係る窓口を以下のとおり設置しています。 

ご意見・ご要望を活かし、保育サービスの向上に努め、皆様に満足いただける質の高い保育を 

目指します。責任者である園長との相談で納得がいかない場合は、第三者委員に直接相談する 

ことができます。 

 

当園 

ご利用相談窓口 

・窓口担当者  渡島清美 

・ご利用時間  9：30 ～ 16：00 

・電話番号   06‐6755‐4600 

 ＦＡＸ     06‐6755‐4603 

 担当者が不在の場合は、当園職員までお申し出ください。 

第三者委員 深川 正延   電話番号 06-6371-3846 

  

 ※ 当園では、上記のほか、園内に要望・苦情等に係る投函箱を設置しています。 

子ども・子育て支援法第 39 条 3 項、第 5 項の規定により公表・公示された旨なし 
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16．保険に関する事項 

大阪私保連「賠償責任保険」に加入しています。 

 

＜園児事故＞ 

昭和 55 年 5 月発足、201 施設 23.390 名が加入(平成 27 年 8 月現在)園内生活中 

(園外保育中を含む)に園児が被った事故による死亡・後遺症、障害による入院・通院に 

対する弔慰金や見舞金の支給、または、園児が疾病死亡または園外で被った事故による 

死亡・障害に対する弔慰金や見舞金の支給を目的とした共済制度です。 

 

≪規定より支給内容を抜粋≫ 

１. 園児が園内生活中に生じた傷害事故(特定感染症または園で調理したものが原因と 

考えられる細菌性食中毒による罹病を含む)に対し、次の弔慰金及び見舞金を支給する。 

 

（い）死亡および後遺症 

○1 死亡    弔慰金 10 万円 

○2 後遺症害  見舞金 障害の程度により最高 10 万円 

（ろ）障害による入院および通院 

○1 障害による入院 最高 30 日を限度として見舞金 1 日につき 3 千円 

○2 障害による通院 通院期間が 20 日を超える場合、見舞金 1 万円 

  なお、引き続き 1 ヶ月以上通院加療が必要な場合は加算見舞金一万円 

 ただし、1 事故に対する入院および通院の見舞金は 10 万円を限度とする。 

 

 

２.園児が疾病または園外で被った傷害事故に対し、次の弔慰金および見舞金を支給する。 

 (1)死亡      弔慰金 3 万円 

 (2)入院および通院 入院および通院の期間が通算 50 日を超える場合、 

見舞金 1 万円 

 

当園が、以下の保険に加入しています。 

保険の種類 ほいくの保険（賠償責任保険・傷害補償） 

保険の内容 傷害、通院、入院、死亡、後遺症 

保険金額 
・死亡、後遺障害 215 万  

・入院 1 日 2,250 円 ・通院 1 日 1,500 円 

17．守秘義務及び個人情報の取り扱いに関する事項 

社会福祉法人清光会 個人情報保護規定に基づき、愛のめぐみ保育園の個人情報管理は 

園長です。個人情報管理責任者は、個人情報の保護の重要性を認識し、職員に対し研修を 

行いその指導及び監督にあたります。また、個人情報の取扱いに関して、意見・苦情等が 

寄せられた場合は速やかに対応します。個人情報保護法に対する基本方針に従い、園児及び 

ご家族様の個人情報を保護いたします。 

ただし、下記のいずれかに該当する場合は個人情報を提供します。 
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① 園児の保護者からの意向があるとき 

② 法令等の規定に基づくとき 

③ 生命、身体または財産に対する危害が及んで、危険を避けるため緊急かつ、 

やむをえない場合 
 

また、保育園から下記の 5 点をお願いしています。 
 

1、保護者の電話番号は公表しておりません。 

2、ご親戚の方であろうと、お子さんが保育を受けているか否か、または、保護者の職場 

やご家庭について聞かれても、保護者以外にはお答えしません。 

3、お子さまの病気やケガで職場に電話をかけることがありますが、保育園名を出さず、 

担当保育士の個人名での連絡を希望される場合は、お申し出下さい。 

 4、誘拐などの防止のため、保護者以外の方のお迎えは事前にお伝え下さい。 

  事前にお伝えいただけていない場合は、ご連絡を入れさせていただく場合があります。 

 5、園内に掲示している写真等の取り扱いについては十分ご注意下さい。他のお子様が 

写っている場合がありますのでＳＮＳ等インターネットへの無断掲載はご遠慮下さい。 

 

18．虐待の防止のための措置に関する事項 

職員による園児への虐待防止のため、以下の措置を講じています。 

 (1) 年に１回職員に対して虐待防止研修を実施 

 (2) 虐待防止マニュアルの作成、運用 

 

児童虐待の早期発見のために～子どもからのＳＯＳ～児童虐待の防止等に関する法律 

子どもたちはみんな、一人ひとりが大切に生きる権利を持ってこの世に誕生します。 

ところが、親または親に代わる保護者の暴力によって命を失われるような悲劇が実際には 

起きています。子どもの健全な成長や発達の妨げになる行為は児童虐待であり、死に至ら 

なくても子どもの心身に大きな傷を残します。このような児童虐待は、子どもの心身の 

発達に深刻な影響を与えるものであり、虐待する親もまた苦しんでいる場合もあります。 
 

《身体的虐待》 

 子どもの身体に外傷が生じ、または生じるおそれがある暴力を加えること。 

《性的虐待》 

 子どもにわいせつな行為をすること、または子どもにわいせつな行為をさせること。 

《ネグレクト（養育の拒否・怠慢）》 

 子どもの心身の正常な発達を妨げるような著しい減食、または長時間の放置。その他、 

 保護者としての監護を著しく怠ること。保護者以外の同居人による虐待行為と同様の 

行為を保護者が放置すること。 

《心理的虐待》 

 子どもに対する著しい暴言または著しく拒絶的な対応、子どもが同居する家庭に 

おける配偶者への暴力、その他子どもに著しい心理的外傷を与えること。 
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【児童虐待法 第 5 条】 

  学校、児童福祉施設、病院その他児童の福祉に業務上関係のある団体及び学校の 

教職員、児童福祉施設の職員、医師、保健師、弁護士その他児童の福祉に職務上関係の 

ある者は、児童虐待を発見しやすい立場にあることを自覚し、児童虐待の早期発見に 

努めなければならない。 
 

【通告の義務】 

  児童福祉法第 25 条、及び児童虐待防止法第 6 条では、すべての国民に対し、虐待を 

 受けたと思われる子どもを発見した者は、速やかに、これを市町村、または子ども 

家庭センター（児童相談所）に通告することが義務づけられています。  

 

■ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）から赤ちゃんを守るために 

ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）とは、それまで元気ですくすく育っていた赤ちゃんが、 

ある日突然、眠っている間に死亡してしまう病気です。日本では年間 500～600 人 

（2000 人に 1 人）の赤ちゃんがこの病気で亡くなっており、感染症などの疾病に代わり、 

赤ちゃんの死亡原因の上位（2 位）を占めています。 

 １歳未満の、特にかわいい盛りの４～６ヶ月の赤ちゃんがこの病気の最大の犠牲者です。 

伝染する病気ではなく男女に関係ありません。およそ 8 割は家庭、2 割は病院や保育園で 

発生しています。ＳＩＤＳの原因は脳における呼吸循環調節機能不全が考えられてはいま 

すが未だ不明です。また、入園当初や預けて日が浅い時に多く発生しやすく、その為、 

ならし保育は重要な役割でもあります。 

 

【保育園ではこのように気をつけています】 

＊赤ちゃんを一人にしません。 

＊保育士が見守り、赤ちゃんの様子を定期的に観察します。 

＊敷布団は、堅くて通気性のよいものを使っています。 

＊ベッドのまわりには、ひもやタオルなど、キケンなものは置きません。 

＊定期的に健康診断を行い、子どもさんの発達の様子を把握していきます。 

＊冷凍母乳を安全にお預かりし、母乳を飲ませるようにおすすめします。 
 

【お母さん、気をつけて！】 

＜あおむけで寝かせましょう＞ 

「うつぶせ寝」は「あおむけ寝」に比べて、相対的に約３倍程度危険とされています。 

赤ちゃんの顔が見えるように、あおむけで寝かせましょう。 
    

＜タバコはやめましょう＞ 

「父母共に喫煙習慣あり」は「父母共に喫煙習慣なし」に比べて、相対的に約 4,8 倍程度 

危険とされています。妊娠中の喫煙は、呼吸中枢によくない影響を及ぼし、お腹の 

赤ちゃんの体重も増えにくくなります。妊娠期間中を含めて喫煙は控えましょう。 
 

＜できるだけ母乳で育てましょう＞ 

「人工栄養」は「母乳栄養」に比べて、相対的に約 4,8 倍危険とされています。母乳には 

栄養に加えて多くの免疫物質を含んでおり、ＳＩＤＳの危険因子を遠ざけてくれます。  

＜暖めすぎに気をつけましょう＞  厚着や布団のかけすぎに注意しましょう。 
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19.園児の利用状況（毎年度５月１日現在） 

 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 

0 歳児 0 名 2 名 3 名 

1 歳児 10 名 11 名 12 名 

2 歳児 12 名 12 名 12 名 

3 歳児 15 名 13 名 15 名 

4 歳児 15 名 15 名 13 名 

5 歳児 15 名 15 名 15 名 

20.第三者評価の受審、自己評価の実施状況 

  項 目 受審、実施状況 受審、実施結果 

第三者評価受審状況 令和 7 年度実施 結果あり 

自己評価の実施状況 令和 7 年度末実施  

21.子ども・子育て支援法第 39 条第 3 項、第 5 項の規定により公表・公示 

された旨      なし 

■健康に関する事項 

（１）別冊「愛のめぐみ保育園 保険のしおり」をご参照ください。 

（２）けんこうのきろく 

 「けんこうのきろく」を１冊お渡しいたします。卒園までお子様の大切な成長記録と 

してご活用下さい。失くされた場合、1 冊 300 円で購入して下さい。 

■当園におけるその他の留意事項 

（１）宗教活動、政治活動、営利活動について 

  利用者の思想、信仰は自由ですが、他の利用者に対する宗教活動、政治活動 及び 

営利活動はご遠慮ください。 

（２）敷地内はすべて禁煙、禁酒です。 

（３）保護者会活動について 

   ＊入園すると同時に保護者会に入会となります。 

   ＊保護者会費は、毎月 500 円徴収させていただきます。 

（４）写真の展示について 

    ＊運動会・生活発表会は、保育園から委託された業者が、販売をしています。 

申し込み期日は厳守です。期日を超えた場合、受付することができません。 

ご了承ください。 

 ＊写真番号を間違って申し込まれた場合、写真の変更や代金の返金はできません。 

    お間違いなくお申し込み下さい。 

  

 


